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未来の大国インド

日本特殊陶業株式会社　常務取締役�
総合研究所長　千成　篤博

　先程、15年ぶりに南インドを視察する機会を得たので、最近のインド事情について雑

感を述べさせて頂きます。

　インドは広大な国土面積（日本の8.7倍）と豊富な天然資源、農業も自給自足が可能で、

あらゆる階層での労働力にも困らない11億もの人口を有している。現在、GDP7.5～8.0%

の高い成長率と2輪を含む自動車産業も急速に発展しており、IT産業に至っては米国シ

リコンバレーに並ぶ世界のアウトソーシングセンターとなっている。

こうした背景によりインドは2050年までに世界第3位の経済大国になるとさえいわれ

ている。

　企業訪問に際しての感想であるが、日系企業はいずれも設立後の歴史が浅く、いかに

本社（日本）の生産方式を現地に定着させるかで苦労をされている。しかも、人件費が安

いことで人手を多く使う工程も多く「人の教育」が課題となっており、組合とのコミュニ

ケーションも重要なポイントのようである。一方、インド系企業の各社は日本式生産方

式を取入れ、品質第一をスローガンに全員参加でのTQM、TPS、QCに真面目に取組んで

いるのを目の当たりにして、インド企業が近年のデミング賞受賞の常連となっているこ

とが納得できた。このデミング賞受賞会社では日本から4名のコンサルタントを招きJIT

生産方式を取入れ、工場は並みの日本企業より日本的で、5Sは勿論、各工程で様々な工夫

がなされていたのが印象的であった。

　一般庶民の生活は一見15年前となんら変わっていないように感じられた。大都会のム

ンバイはじめ比較的裕福だと言われるバンガロールでもスラム街が点在し、とかく、人、

蚊、野良犬はやたらに多い。暑さの厳しい日中は牛、ヤギ、野良犬、時には人も一緒に道路

脇の木陰で仲良く昼寝をむさぼり、その周りをニワトリがチョロチョロしている様は実

にのどかである。ヒンズー教の教えか牛は勿論、野良犬もいじめられることなく堂々と

市民権を得ているように感じられた。

　道路事情は極めて悪く、幹線を外れると道幅も狭く、舗装状態も悪いから車のスピー

ドは出せない。又、数少ない幹線道路もラッシュアワーとなれば路線バス、ミゼット型3

輪タクシー、トラック、オーバイが我先にと入り乱れ、おまけにその道路端にはスキをみ

てこの危険極まりない道路を横断しようとする人々、お互いがあうんの呼吸でかろうじ

て事故を避けているのが驚異的である。

　電気に関しては瞬停、チョコ停が日常茶飯事であり、工場では自家発電での対策が必

要である。

　インドは安定した議会民主主義が続いており、最新の法的制度及び会計制度を持ち、

凶悪犯罪の少ない安全な国で、弱点であるインフラ投資に力を入れることにより、未来

の大国に成長する可能性を充分に秘めているように感じられた。
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Japan Fine Ceramics Center事業報告事業報告

第１６回企画運営委員会を開催

　JFCCの運営について、ご審議、ご意見をいただく企画運営委員会を開催しました。
今回は、来年４月に開設予定のナノテクセンター（仮称）にポイントを絞り、進捗状況を説明した後、多数の貴重なご意
見をいただきました。今後の運営、計画等の参考とさせていただきます。

第7回東工大－名工大－JFCC合同講演会の開催

　第7回となった東京工業大学、名古屋工業大学、JFCC　合同講演会が平成１８年１２月１２日（火）名古屋工業大学
で開催されました。この合同講演会はセラミックス研究の3機関が相互に切磋琢磨し、我が国関連産業・科学技術の発
展に寄与することを目的としています。
　開催を提唱された東京大学名誉教授で前名古屋工業大学学長　柳田　博明先生が１１月２０日にご逝去されたた
め、参加者全員で黙祷を捧げて先生のご冥福をお祈りした後、開会されました。約６０名の参加者のもと「セラミック
ス研究の最前線とプロジェクト研究の現状」のテーマで、下記６件の発表が行われて活発な質疑・討論がなされました。

日時：平成１８年１２月５日（火）１５：００～１７：００
場所：ＪＦＣＣ会議室
議題：１．ナノテクセンターの基本方針
　　　２．ナノテクセンターに関する説明
　　　　①電子顕微鏡解析と第一原理計算について
　　　　②走査透過電子顕微鏡法（ＳＴＥＭ）と第一原理計算を用いた界面構造解析
　　　　③電子線ホログラフィーによるナノ領域への電場・磁場分布解析と材料・デバイス開発への貢献
　　　３．総合、ディスカッション
　　　　・ナノテクセンターに関する質疑応答
　　　　・ナノテクセンター活用に関するご意見、ご指導
　　　　・各社のニーズおよびアウトソーシング先としての活用の有無

１． アルカリニオブ酸系非鉛ピエゾセラミックスの合成研究

　　　名工大　柿本　健一　助教授

２． エンジニアリングセラミックスの新機能発現

　　　JFCC　北岡　諭　グループマネジャー

３． カーボンナノシートからなる触媒

　　　東工大　原　亨和　教授

４． 多孔体製造技術を中心とした東濃地区における産学官連携研究開発とその成果

　　　名工大　藤　正督　助教授

５． 全国共同利用研究所連携プロジェクト『金属ガラス・無機材料接合技術開発拠点』

　　　東工大　神谷　利夫　助教授

６． JFCCの未来ビジョン

　　　JFCC　種村　榮　材料技術研究所長
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野上実行委員長の挨拶 東工大原教授の質疑応答 ＪＦＣＣ種村所長の質疑応答
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ファインセラミックスシンポジウム２００６開催

　１０月２０日（金）名古屋国際会議場において、ファインセラミックスシン
ポジウム２００６を開催しました。
　名古屋市からの受託事業「先端技術産業振興事業」の一環として、約２１０
名の参加者のもと「ナノマテリアルの現状と将来展望　～セラミックス、ガラ
スの応用を中心として～」をテーマに、ナノテクノロジーとりわけナノマテリ
アルとはいったいどのようなものか、セラミックス、ガラスの応用事例の紹介
と今後の取り組みを中心に、ナノマテリアルがものづくりにどのような役割
を果たすことができるのか、そして、世の中のナノテクノロジーの動向、取り
組み、将来への課題などご講演いただきました。

２００６年度賛助会員懇談会
（特別・普通合同）開催

　１０月２０日（金）名古屋国際会議場において、賛助
会員懇談会を開催しました。野嶋理事長の挨拶の後、菊
島専務理事による現況報告、種村材料技術研究所長に
よる研究概要が説明されました。
　その後の交流会は、出席者を数名のグループに分け
会員の皆さまの生の声を聞くとともに、会員相互の活
発な意見交換が行われました。

第２８回中小企業振興委員会の開催

　第２８回中小企業振興委員会を平成１８年１０月５
日（木）１４時開会で開催しました。
提出議案は３件で、内容はおおよそ次のとおりです。
　議題１「中小企業のものづくり基盤技術の高度化支
援について」では、中小企業のものづくり基盤技術の高
度化を支援することにより、我が国製造業の国際競争
力の強化及び新たな事業の創出を図ることを目的とし
た「中小企業のものづくり基盤技術の高度化に関する
法律（平成１８年６月１３日施行）」に基づく支援事業
の趣旨、内容などについて、中部経済産業局産業部製造
産業課　前納一友総括係長から説明をうけました。
　議題２「中小企業振興事業について」ではJFCC、公設
試験所、FC関連団体等が実施している中小企業向けの
事業を互いに紹介し、 議論をしました。
　議題３「ナノテクセンター（仮称）について」ではJFCC
内に平成１９年４月設立を目指して準備事務を進めて
いるナノテクセンター（仮称）の準備状況を報告すると
ともに設立後の連携、協力を訴えました。
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基調講演「ナノガラス開発の成果と今後の展望」
京都大学　大学院工学研究科　教授　平尾　一之　氏

講演１　「大容量DVD用集光機能性ナノガラス薄膜」
（株）日立製作所　日立研究所材料研究所　電子材料研究部　ナノ機能材料ユニット　主任研究員　山本　浩貴　氏

講演２　「半導体ナノ粒子からの発光」
（独）産業技術総合研究所　関西センター　光技術研究部門　主任研究員　村瀬　至生　氏

講演３　「ナノマテリアルと化粧品」

（株）資生堂　特許部　部長　福井　寛　　氏

講演４　「ナノ誘電体材料の開発と応用　-BaTiO3誘電体材料のサイズ効果の検討-」
（株）村田製作所　材料開発センター　機能材料研究部　部長　和田　信之　氏

平尾教授の基調講演

野嶋理事長の挨拶



原子配列を直視する電子顕微鏡、ナノ領域の電場・磁場を解析する
電子線ホログラフィーなどでナノテクを支援

Japan Fine Ceramics Center研究成果 1研究成果 1

ＪＦＣＣの電子顕微鏡技術とナノテクノロジーへの貢献

図2. SmBa2Cu3Oy/BaZrO3 界面の原子配列の透過電子顕微鏡像

図1. 高性能電子顕微鏡による原子配列や電場・磁場の解析と
　　 理論計算の融合によるナノ解析技術

界面

シミュレーション像

1nm

SmBa2Cu3Oy

BaZrO3

Sm
CuO2

ZrO2

BaO

企業における材料の研究開発・実用化

SmBa2Cu3OyとBaZrO3の両方に含まれるBaO面が
界面になって、エネルギーの低い界面構造を形成している

CuO

BaO

CuO2

Sm

CuO2

BaO

ZrO2

BaO

電子顕微鏡による 第一原理計算等による

微構造解析 計算材料設計

強力に支援
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今日のナノテクノロジーにおいては、高度な機能を持つ材料・デバイスを創出す
るために、原子配列やナノ領域での機能を制御することが必要

1. 背 景

原子配列やナノ領域の機能を解析し、物性の発現機構を明らかにすることによっ
て「ものづくりナノテクノロジー」を支援

2. 目 的

3. 成 果

1） 方法

2） 研究成果例（１）

原子配列で
特許出願

ナノ解析技術



Japan Fine Ceramics Center研究成果 1研究成果 1
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謝　　辞 ： 本研究の一部は超電導応用基盤技術研究体の研究として、ISTECを通してNEDOの委託により
　　　　　実施したものである。また、他の一部は、文部科学省科学技術振興調整費による
　　　　　「アクティブ・ナノ計測基盤技術の確立」プロジェクトの一環として実施したものである。

参考文献 : F. Oba et al., J. Appl. Phys., 95[5], 2309 (2004).
　　　　　Z. Wang et al., Appl. Phys. Lett., 80(2), 246 (2002).

3） 研究成果例（２）

4. 今 後 の 展 開 高性能電子顕微鏡による原子配列や電場・磁場の解析と理論計算の融
合による総合的ナノ解析技術を中心とし、ナノテクノロジーに貢献

図4. ナノテクテクノロジーの研究開発例

走査透過電子顕微鏡（STEM）
ホログラフィー電子顕微鏡

環境制御型顕微鏡

図3. 電界効果トランジスタの断面
　　 (a)透過電子顕微鏡像
　　 (b)電子線ホログラフィーによって得られた位相像

極微量ドーパント分布解析

新規デバイスの開発スピードアップ

新規デバイスの開発費大幅削減

ドレインソース

ゲート

B  : 1015/cm3



SiC表面分解法によって得られるCNTの特徴を生かした
応用開発の現状と今後の計画

Japan Fine Ceramics Center研究成果 2研究成果 2

高密度・高配向CNTの応用開発と今後の展望

（1） TEM観察・電子線回折法によるCNTのジグザグ型構造の解明と制御

（2） CNT構造の定量解析による成長メカニズムの解明

図1. CNT配向膜の断面TEM像と電子線回折像

図2. CNT膜のTEM平面観察 図3. CNT直径と層数との相関関係

tube axis

Zigzag type

6

世界的にCNTの実用化が待たれているが、コスト、生産性、制御性などの課題が
多い

1. 背 景

JFCC独自開発のSiC表面分解法によるCNTの特徴を有効に生かした用途開発を
進め、実用化を支援

SiC単結晶、CVDーSiC配向性多結晶、SiC粉末を原料として用い、それぞれの
用途に適した、表面処理、形態処理、結晶化処理を施した後、フィールド・エミ
ッション特性、キャパシタ特性の評価を実施

2. 目 的

3. 成 果

1） 方法

2） 結果

A．基礎研究
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（1） 電界放出型電子源への応用　(R-35)

電極間 0.5mm・試料面積：0.03mm2

電
流（

μ
A

電圧（ｋＶ）
セル本体の試作

CNT粉末の
TEM像

電解液 超薄膜キャパシタの作製

可撓性による摩擦制御機構と耐摩耗性 SiC粉末からの合成

CNT電極

7

4. 今 後 の 展 開

3） 成果のまとめ

B．応用研究

市場要望に対応したCNTの提供さらに、
実用化の実現

（2） キャパシタへの応用 (R-36)

（3） 機械的部材への応用 （4） 大量合成への取り組み　(R-38)

（1）TEM観察、電子線回折の解析より、CNT構造の選択成長、成長機構の解明

（2）長さ5μmCNT薄膜電極において電気化学処理により、静電容量が8倍の向上　

（3）ナノインデンテーション、AFM, エロージョン、ビッカース測定結果から、本CNT膜が
優れた耐摩耗性、摩擦制御機構を有することを解明

（4）安価なSiC粉末を用いた高嵩密度CNT粉末を10g/日で作製可能となる

CNTの構造、形態制御の確立

謝　　辞 ： 本研究の一部は、経産省の「ナノカーボン応用製品創製プロジェクト」の一環としてNEDOの委託
　　　　　を受けて実施したものである。



最大歪記憶センサを非接触計測システムと組合わせ、
建築土木構造物の健全性診断へ応用

Japan Fine Ceramics Center研究成果 3研究成果 3

最大歪記憶センサ開発と構造物健全性診断

最大歪記憶センサ
開発と構造物健全
性診断

［R-43］

センサ

計測発信ユニット

受信記録ユニット

長繊維強化複合
材料による最大
歪メモリセンサ

［R-44］
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地震による災害の低減技術と、被災直後の建物・施設の迅速な被災度判定および
復旧のための技術が切望。また、大量の社会資本ストックの老朽化が進むなか、
総合的な資産管理のための効率的・効果的な維持管理手法も必要

1. 背 景

被災・劣化による損傷の履歴を記憶できるセンサ、記憶された損傷履歴を非接触
で収録できる計測装置、複数の損傷履歴データから構造物の健全性を簡易・迅速
に診断できるシステムの研究開発

2. 目 的

3. 成 果

・高感度ひずみ測定機能、最大ひずみメモリ機能に着目した導電性粒子分散型および導
電性繊維型のFRP系自己診断材料を設計・合成を行い、ロッド型およびシート型のセン
サを開発

・累積損傷機能に着目したセラミックス系自己診断材料の設計・合成を行い、ロッド型の
センサを開発

センサー製品のイメージ図

社会基盤構造物の安全維持管理

自己診断材料「高感度タイプ」

自己診断材料（センサ） 構造物の
老朽化診断

構造物の災害
（地震等）後の診断

・ 補強＋高感度診断
・ 最大歪メモリ機能
・ 累積損傷メモリ機能
・ 高耐久接着技術

非接触計測システム

・ 無線データ通信電源供給
・ 危険度判定ソフトウェア

構造体

・ 構造解析
・ 自己修復機能
・ デモンストレーション
・ 実地適用

FRP

FRP

Fiber

Fiber

Resin

Resin

Graphite Particles
（Micro-size Particles）

Carbon Black
（Nano-size Particles）

Carbonized Resin

自己診断材料「最大歪メモリタイプ」

非接触計測システム製品のイメージ図



自己診断材料（センサ）の外観

Japan Fine Ceramics Center研究成果 3研究成果 3
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・大地震時を想定した変形・応力負荷後の鉄筋コンクリート造・鉄骨造模擬構造物試験体における開
発センサの機能を検証

・鉄筋コンクリート造試験体内部のセンサデータ採取における非接触計測システムの機能を検証

  →　検証結果に基づく実構造物適用を目指す改良実施

［R-44］

［R-43］

（a）ロッド型

（b）シート型

（c）フィルム型

自己診断材料（センサ）の作動メカニズム 自己診断材料(センサ）の特性（3タイプ）

鉄筋コンクリート建物モデル
正負交番加力試験

内部に設置したセンサの応答

4. 今 後 の 展 開

・構造体への適用拡大
・製品化への展開

・低歪領域の感度特性向上（シート型）
・センサの性能分布改善（実測歪みとの差：±8%)
・センサの性能分布改善
・各種のセンサ構造のデバイス開発

謝　　辞 ： 謝辞:本研究は、経済産業省の「基盤技術研究促進事業」の一環としてNEDOの委託を受けて実施
　　　　　したものである。



Japan Fine Ceramics Center

当センターの活動状況、研究成果を広く多数の方に紹介するために各種展示会に出展しました。
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石川島播磨重工業（株）、JFCCの展示

JFCCのポスター、カタログ展示

JFCCコーナーの様子

各種展示会に出展

期　間 ：
場　所 ：
主　催 ：
テーマ ：

平成１８年１０月２５日～２６日
筑波宇宙センター

（独）宇宙航空研究開発機構
電子ビーム蒸着法による先端遮熱コーティングシステム
JFCCとIHI共同出展　ポスター、サンプル、論文展示

MEMS＆ナノテク関連展示会

トピックストピックス

期　間 ：
場　所 ：
主　催 ：
テーマ ：

平成１８年１１月２日～４日
ソフトピアジャパンセンター〈岐阜県大垣市〉
日本電磁波エネルギー応用学会（仮称）設立準備委員会
高速ワイヤレス通信機器用材料の電波吸収特性の測定法
JFCC概要チラシ、依頼試験機器利用チラシ、成果集、
材料マニュアル

第6回「マイクロ波効果・応用シンポジウム」
機器・素材・資料展示

期　間 ：
場　所 ：
主　催 ：
テーマ ：

平成１８年１１月２０日～２１日
中部経済連合会〈名古屋栄ビル〉

（社）中部経済連合会　新規事業支援機構
・JFCCの電子顕微鏡技術とナノテクノロジーへの貢献
・ナノコーティングプロジェクトの研究概要
・高効率高温水素分離膜の開発プロジェクトの研究概要（サンプル）
・電気化学リアクター用シール材料の開発
・高密度・高配向CNTの応用開発と今後の展望（サンプル）
・生体活性能を有するPMMA-TiO2骨セメントの開発（サンプル）
・最大歪記憶センサ開発と構造物健全性診断（サンプル）
・焼結設計支援ソフトウェアの開発（パソコンデモ）
・ 研究方針
・ ナノテクセンター
JFCC概要チラシ、依頼試験機器利用チラシ、成果集、
材料マニュアル

中経連テクノフェア２００６技術シーズ展示会
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本学会はThe American Ceramic Society, Association 
for Iron & Steel Technology, ASM International, The 
Minerals, Metals & Materials Societyの4学会の合同年会
として本年度からスタートした国際会議です。第一回
の今回は10/15～19の期間でアメリカ、オハイオ州シン
シナティのDuke Energy Centerで開催されました。会議
は30以上のセッション、発表件数1500件以上と非常に
活発に行われました。会場中央で企業の展示場が設置
されていたこともあり、数千人が参加していたと思わ
れます。セッションは基本的にアプリケーションで大
別され、基礎研究、応用研究の境界を超えた様々な発表
が行われていました。私はセッション "Nanostructured 
Materials: Synthesis, Characterization and Application" で
口頭発表を行いました。このセッションは題目の通り、
ナノ材料に関わる研究という分類でしたので，発表内
容は建築物構成材料、電極材料など様々な分野に及び
興味深く拝聴できました。私の発表内容の金属分散シ
リカ系水素分離膜においても非常に関心もって頂けた
かと思います。他のセッションにもいろいろ参加しま
したが各発表においては、盛んな質疑応答が繰り返され、
非常に活発な学会という印象を受けました。
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学会会場

発表風景

展示場

ＭＳ＆Ｔ'06に参加して

1．  Materials Science & 
　　Technology 2006(MS&T'06)

材料技術研究所　研究第一部　ハイブリッドプロセスグループ
研究員　森　博
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Fulrath 賞授賞式にて オハイオ川

シンシナティの風景

学会期間中に開催された米国セラミックス学会の受
賞会において。各種の学会賞の授賞式及び名誉会員へ
の表彰が行われました。ＪＦＣＣからは岩本ＧＭが
Fulrath賞を受賞しました。この賞は日米のセラミック
ス科学の発達及び友好や親善に尽力したRichard M. 
Fulrath教授を記念した賞で日米の４５歳以下の優れた
業績を持つ研究者・技術者に授与される名誉ある賞です。
私も出席致しましたが、格式のある授賞式に少々緊張
してしまいました。また、岩本GMの同伴者としてFulrath
受賞者と同席させて頂き、いろいろと話を伺うことが
できたことは大変刺激になりました。

2．  Fulrath賞の受賞会に参加して

シンシナティはオハイオ州の南端に位置し、かつて
は石炭産業で有名でしたが、現在はバイオテクノロジー、
化学、製薬などの新興企業が繁栄しており、全米屈指の
工業都市です。日本でもおなじみのP&Gの本社もここ
にあります。シンシナティはオハイオ川を境にケンタ
ッキー州と相対していますが、南北戦争当時はこのオ
ハイオ川を境に北部・南部に分かれおり、町中に記念碑
が多くみられました。また、学会・企業の会合などが頻
繁に行われるらしく、町中は大きなホテルがたくさん
ありました。今回の学会の会場になったDuke Energy 
Centerは、中央に広い展示会場を持つ多目的ホールで
学会以外にもいろいろなイベントに用いられているよ
うでした。都市の規模はそれほど大きくないのですが、
大リーグのシンシナティレッズ、アメフトのシンシナ
ティベンガルズの本拠地であり、それらの巨大なスタ
ジアムが非常に印象に残りました。

3．  シンシナティについて

本学会に出席することで、非常に多くの最先端の情
報が得られ、大変有意義でした。一方、セラミックス関
係の発表件数が年々少なくなってきていることを残念
に感じました。機能性セラミックスの研究は日本が誇
るべき研究のひとつですが、その地位を確固たるもの
にするためにも、これまで以上に積極的に海外へアピ
ールする必要があると感じました。その中心にＪＦＣ
Ｃがなれることを願っております。最後に、今回の出張
に関して御協力下さった皆様に、この場を借りて厚く
御礼申し上げます。

4．  終わりに
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９月２５日から２９日までベルリンで開催されたIEC
の第７０回General Meetingに参加しました。IEC（International 
Electrotechnical Commission:国際電気標準会議）はスイ
スのジュネーブに本部があり電気・電子、情報機器等に
関する国際規格を制定・整備する国際機関です。IECは、
その下に１００を超すTC（Technical Committee:技術専
門委員会）と、１００を超すSC（Subcommittee:分科委員
会）に分かれています。General Meetingでは、これらTC
及びSC毎に委員会が開催され、規格文書の審議が実施
されました。今年はIECが発足１００年目を迎えること
もあり、参加者1,400人という大勢の関係者がベルリン
に集まりました。

私が現在関係するのは、同軸ケーブル、コネクタ、導
波管など「マイクロ波受動部品」の規格を取り扱う
SC46F分科委員会で、小林主査を含め、4名のメンバー
が日本から参加しました。今回、私が提案したのは、不
要な電波を吸収する「電波吸収体」の電波吸収量の測定
方法に関する規格です。本規格案は、経済産業省の委託
により、平成１３－１５年に実施した事業の研究成果
であり、今回の会議において、提案文書をCDV（Committee 
Draft for Voting:投票用委員会原案）として提出するこ
とが認められ、標準化まであと一歩という所まで到達
することができました。昨年同様中国より５名の参加
者があり、国際規格化に積極的に取り組んでいるのが
印象的でした。

私が宿泊したホテルは旧東ベルリン側に位置しており、
ベルリンの壁の石が絵はがきとともにまだ販売されて
いました。また、ベルリンでは、建物の構造が頑丈で、窓
も大きく設計されており、旧ソ連の名残を感じさせる
ものでした。我々が参加できたのは２８－２９日のみで、
昼食時などに市内を見学する程度しか時間をとること
ができませんでしたが、将来また来る機会があれば、ベ
ルリンフィルの生の演奏などをじっくり聴ければと思
いました。
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右よりヘルメ議長、ぺロー幹事、市川委員、宮崎委員、筆者

後列左より市川委員、小林主査、宮崎委員 TC46委員会（SC46Fの元委員会）

70th IEC General Meetingに参加して

SC46F委員会

材料技術研究所　研究第一部　電子機能グループ
主任研究員　東田　豊



テレビ塔（365m）ブランデンブルク門

Japan Fine Ceramics Centerエアーポケットエアーポケット

今回の出張は、日本規格協会のフォローアップ制度
により、またJFCCの方々の理解が得られたからこそ実
現したものであり、関係各位に深く感謝致します。
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閉会の催しが行われた科学技術博物館

ソニーセンタービル中庭の屋根（外から見ると富士山に見える）

ベルリンフィルの本拠地

派遣研究員のページ派遣研究員のページ

　2006年8月1日付けで中部電力（株）より出向してまいりました河合孝文と申します。
現在、材料技術研究所の高温機能グループに所属し、「セラミックスによる過熱水蒸気
発生システムの開発研究」を行っております。
　出向元では、入社してから出向するまでの約8年間、三重県にあります川越火力発電
所に勤務しておりました。発電所では、ユニットの運用や交代勤務でのユニットの運
転といった発電業務に従事しており、発電機の起動・停止や機器の運転状態の監視、ト
ラブル対応等、いわゆる現場技術を修得しておりました。
　赴任当初は、出向元とは全く異なる分野の業務に就くということや、初めての転勤で出向ということもあって、不安
な気持ちもありましたが、周りの方々に温かく迎えて頂き、現在では、日々楽しく研究させて頂いております。
　今後は、発電所とは全く異なったJFCCという新たな環境に身を置くことで、今までとは違った視点や考え方を身に
つけ視野を広げることにより、自分自身の技術を高められるようにしていきたいと思います。が、その前にセラミック
スについては、全くの素人ということもありますので、研究が遅滞することがないように努力していきたいと思いま
す。最後になりましたが，皆様にはご迷惑をおかけすることも多々あるとは思いますが、ご指導ご鞭撻のほど、よろし
くお願い致します。

（中部電力（株）より派遣）

自己紹介

材料技術研究所　研究第二部　高温機能グループ
副主任研究員　河合孝文



Japan Fine Ceramics CenterJFCC の動きJFCC の動き

１２月１５日付
　定年退職
　　材料技術研究所　試験評価部長

１２月１６日付
　兼務発令
　　常務理事材料技術研究所長　兼　試験評価部長

松井　宗吾（日本ガイシ（株）出向者）

種村　榮

人の動き
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表彰

○　The American Ceramic Society   「Richard M. Fulrath Award」
　　受賞者　 ： 岩本　雄二
　　受賞題目 ： 「Synthesis and Development of Ceramic Materials through 
　　　　　　　  Precursor Design」
　　　　　　　（プレカーサーの分子設計を利用したセラミックスの合成開発）

○　社団法人　日本セラミックス協会  「感謝状」
　　受賞者　 ： 岩本　雄二
　　受賞題目 ： 第19回（社）日本セラミックス協会秋季シンポジウム特定セッション
　　　　　　　（セラミックスのケミカルデザイン-分子設計から機能性マテリアルへ）の
　　　　　　　  セッションオーガナイザーとして企画・運営に対して

○　社団法人　日本セラミックス協会  「貢献賞」
　　受賞者　 ： 鈴木　佐知子
　　受賞題目 ： 日本セラミックス協会規格
　　　　　　　「JCRS109ファインセラミックス用アルミナ微粉末中の環境影響成分の化学分析方法」
　　　　　　　作成の貢献に対して

○　The Organizing Committee of the 23rd International Korea-Japan Seminar on Ceramics 
　　「Young Ceramist Best Presentation Award」
　　受賞者　 ： 和田　匡史
　　受賞題目 ： 「Improved Steam Oxidation and Thermal Shock Resistance of Molten Glass-coated 
　　　　　　　  Carbon Materials for Superheated Steam Generators」
　　　　　　　（過熱水蒸気発生用溶融ガラス被覆カーボン材料の耐水蒸気酸化性と耐熱衝撃性の改善）

訃報
柳田　博明　氏

昭和６０年　５月　７日～平成　６年　３月３０日　参与
平成　６年　３月３１日～平成　８年　３月３１日　理事
平成　８年　４月　１日～平成１２年１０月３１日　専務理事　試験研究所長
平成１２年１１月　１日～平成１６年　３月３０日　理事
平成１６年　３月３１日～平成１８年　３月３０日　参与
平成１８年　３月３１日～　　　　　　　　　　　　顧問

平成１３年　４月　１日～　　　　　　　　　　　　名誉研究所長

　東京大学名誉教授、名古屋市科学館長、前名古屋工業大学長、ファインセラミックスセンター顧問、名誉研究所
長が、１１月２０日、逝去されました。ここに謹んで哀悼の意を表し、ご冥福をお祈りいたします。

　柳田氏は東京大学工学部教授やファインセラミックスセンター試験研究所長など
を歴任され、ファインセラミックスの世界的な権威として、産業界・学界に優れた業績
をあげられました。
　柳田博明顧問のファインセラミックスセンターでの役職名及び在任期間は下記で
した。

授賞式にて岩本主席研究員
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事業案内事業案内

ＪＦＣＣニュース第８５号　　発行日　２００６年１２月３１日　　／　発行人　寺本　敏夫
　　　　　　　　　　　　　　発行所　（財）ファインセラミックスセンター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　〒４５６－８５８７　名古屋市熱田区六野２－４－１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL　（０５２）８７１－３５００（代）　ホームページアドレス　http://www.jfcc.or.jp
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開催日時

第1,3,4,6,8講座終了後　JFCC所内見学会

回

中部大学

工学部　電子情報工学科

内容

 2006年 11月22日（水）

13:30～15:00
1 可視光光触媒開発の現状と将来

北興化学工業（株）

FC開発部　ファインセラミックスグループ
 2006年12月13日（水）

13:30～15:00
2

Pd含有ペロブスカイト触媒の

開発と応用展開

日本特殊陶業（株）

取締役　総合研究所副所長
 2006年12月13日（水）

15:10～16:40
3

セラミックス積層技術と応用開発

～自動車用板状酸素センサの開発～

（独）産業技術総合研究所

エネルギー技術研究部門　燃料電池G
 2006年12月20日（水）

13:30～15:00
4

SOFCの反応機構解析

ならびに劣化評価

（株）富士通研究所

基盤技術研究所　実装技術研究部
 2007年 1月30日（火）

13:30～15:00
5

RFモジュール基板用

埋込セラミック受動部品

日本ガイシ（株）

基盤材料研究所
 2007年 1月30日（火）

15:10～16:40
6

セラミックスの

低環境負荷プロセスへの取り組み

（株）村田製作所

材料開発センター　機能材料研究部
 2007年 2月15日（木）

13:30～15:00
7

オルソチタン酸バリウムを用いた

二酸化炭素吸収材

（株）ノリタケカンパニーリミテド

開発･技術本部 戦略開発センター

研削システム開発G

教授　多賀　康訓　氏

リーダー　金子　公良　氏

山田　哲正　氏

主任研究員　堀田　照久　氏

主任研究員　今中　佳彦　氏

主任研究員　川崎　真司　氏

主任研究員　斉藤　芳則　氏

グループリーダー　佐藤　　誠　氏

 2007年 2月15日（木）

15:10～16:40
8 環境にやさしい研削・研磨システム

講師

会　場 ： （財）ファインセラミックスセンター（ＪＦＣＣ）研修室

参加費 ： 無料（ただし、賛助会員以外の方は、資料代として1千円／回）

申し込み・問い合わせ先 ： （財）ファインセラミックスセンター　事業部

ＴＥＬ052（871）3500　ＦＡＸ052（871）3503　http://jfcc.or.jp/26_event/index.html

主催　（財）ファインセラミックスセンター（ＪＦＣＣ）、名古屋市

２００６年度先端技術基礎セミナー開催のご案内

「環境・エネルギーを支えるファインセラミックス ～現状と今後の展望～」

　２００６年度先端技術基礎セミナーは、下記の8講座を好評のなか、開催致しており
ます。各講座終了後には、ＪＦＣＣ所内見学会もあります。是非ご参加くださいますよ
うご案内申し上げます。

好評開催中のセミナー


